
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

数 学 数学Ⅱ ４ ３－Ａ（理系） 

１．学習の到達目標 

既習分野の発展的内容と複素数や指数・対数関数、微分・積分といった新しい概念を習得し、高等数学の基
礎を身につける。また、それぞれの単元で身近な応用例や話題を取り入れて数学への興味・関心を持たせる
ことで数学的思考力・論理的思考力を養い、人権学習においても根拠に基づいて公平な議論ができるものの
見方を身につける。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

第１章 式と証明 第１節 式と計算 
１～２．展開の公式･因数分解･二項定理 
３～４．整式の割り算、分数式の四則演算 
５．恒等式 第２節 
６～７．等式･不等式の証明  

第２章 複素数と方程式 
第１節 複素数と２次方程式の解 
１～３．複素数と解、解と係数の関係 

第２節 高次方程式 
４～５．方程式に関する定理  

第３章 図形と方程式 第１節 点と直線 
１～４．平面上の直線の性質と方程式 

・高校数学における計算の基本的な公式を定着させ、
正しく活用できるよう理解させる。 

・整式及び分数式の計算で、計算力を養う。 
 
・式の証明の基本を理解させる。 
 
・複素数の意味を理解し、練習問題を通して複素数の
概念を定着させる。解と係数の関係を理解し、因数
分解に活用できることを認識させる。 

 
・点と直線との関係を理解させる。直線を式で正確に
表せるように演習させる。 

２

学

期 

第２節 円 ５～７．円の方程式と性質 
第３節 軌跡と領域 ８．軌跡と方程式 
９．不等式の表す領域 

第４章 三角関数 第１節 三角関数 
１～４．三角関数の性質とグラフ 
５．三角関数の方程式、不等式 

第２節 加法定理 
６～７．加法定理とその応用 

第５章 指数関数と対数関数 
第１節 指数関数 １～２．指数計算と関数 
第２節 対数関数 ３．対数の定義 
４～５．対数関数、常用対数  

第６章 微分法と積分法 
第１節 微分係数と導関数 
１～３．微分の計算と接線の方程式 

・円が方程式によって表せることを認識させ、図から
読み取れるよう理解させる。 

・条件から正しく軌跡を導けるよう定着させる。不等
式による平面上の領域の概念を理解させる。 

 
・既習事項の三角比から関数に拡張できることを認識
させる。グラフが描けるよう三角関数の性質を正し
く理解させる。定理を理解し、問題に応じて使い分
けられるよう定着させる。 

 
・指数、対数の計算方法を復習、理解させる。グラフ
など視覚的な面から関数の性質を理解させる。 

 
・数学における微分の必要性、また計算方法を理解さ
せる。接線との関係を理解させる。 

３ 
学 
期 

第２節 関数の値の変化 
４～５．関数の増減とグラフへの応用 

第３節 積分法 ６．不定積分 
７～８．定積分と求積法 まとめ 

・増減表の書き方を理解し、関数の最大・最小や極大・
極小の概念を理解させる。微分と積分の関係性を示
し、グラフやその面積を求められるよう定着させる。 

３．評価方法・評価の観点 

評 価 方 法 考査・小テストによる評価、提出物等授業態度による総合評価。 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

数学の論理や体系に
関心をもつとともに、
数学的な見方や考え
方のよさを認識し、そ
れらを事象の考察に
積極的に活用しよう
とする。 

数学の基本的な概念
や原理・法則などの習
得や活用を通して数
学的な見方や考え方
を身に付け、事象を数
学的に捉えて論理的、
発展的に考察する。 

事象を数学的に考察
し表現・処理する仕方
や議論の方法を身に
付け、問題を手ぎわよ
く解決する。 

数学における基本的
な概念、原理・法則、
用語・記号などを理解
し、知識を身に付けて
いる。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 改訂版 新編 数学Ⅱ（数研出版） 

副 教 材 改訂版 パラレルノート 数学Ⅱ（数研出版） 

 




